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Web 画面
グリッドが 1 つの Web パネルの
ベーステーブルとナビゲーション



グリッドが 1 つの Web パネルの場合を⾒ていきます。
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グリッドが 1 つの Web パネル



この例では、パラメーターとして国の識別⼦を受け取っています。また、観光名所
はすべてグリッドに表示し、国の名前は固定部分に表示しています。
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グリッドが 1 つの場合



Web パネル内のグリッド数が最大で 1 つの場合、ベーステーブルが存在するのであ
れば、Web パネルのベーステーブルへの言及と、グリッドのベーステーブルへの言
及に違いはないと言えます。なぜでしょうか。
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グリッドが 1 つの場合



それは、Angular や Android、Apple 向けに開発された普通のパネルのように、固
定部分用に 1 つのナビゲーションが存在し、グリッド用に別のものが存在すること
は不可能だからです。
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グリッドが 1 つの場合



グリッドが 1 つの Web パネルでは、ベーステーブルがある場合、それは固有のも
のとなります。正しく実装された場合には、固定部分の項目属性は、グリッドに
ロードされるベーステーブルのすべてのレコードで同じ値になります。同じでない
場合、その項目属性は固定部分ではなくグリッド内に置くべきです。
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グリッドが 1 つの場合



ここでは、条件のフィルタを満たし、パラメーターとして受け取る国にある観光名
所がすべてグリッドにロードされます。CountryName は、すべての観光名所で同
じになるため、固定部分にあります。

パラメーターとして受け取る CountryId 項目属性は、ベーステーブルの決定には関
与しませんが、前の例で⾒たように、GeneXus が決定するナビゲーションに対する
フィルタとして機能します。
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グリッドが 1 つの場合



ベーステーブルを決定する際には、Web パネルのどの部分が考慮されるのでしょ
うか。グリッドがある場合、前の例で⾒た部分に、グリッドに関連するものが加わ
ります。

したがって、項目属性がグリッド内または [Order]、[Conditions]、[Unique]、
[Data Selector] の各プロパティにあるか、ベーストランザクションがプロパティで
指定されている場合、グリッド (そして Web パネル) には暗示的なベーステーブル
が存在することになります。

ベーストランザクションがある場合、フォーム内の項目属性や、イベント内にある
「コンテキストがない」項目属性が、その拡張テーブルに含まれている必要があり
ます。含まれていなかった場合、「到達可能」ではないため値なしになる項目属性
について、GeneXus から警告されます。

ベーストランザクションの指定がなかった場合、グリッドのない Web パネルの場合
と同様に、GeneXus は、定義した場所にあるすべての項目属性が含まれる最小拡張
テーブルを検索します。そのベーステーブルがベーステーブルとして選択されます。
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グリッドが 1 つの場合
• フォーム内の項目属性 (表示または非表示)
• グリッドの [Base Trn] プロパティ
• グリッドの [Order] プロパティ
• グリッドの [Conditions] プロパティ
• グリッドの [Unique] プロパティ
• グリッドの [Data Selector] プロパティ
• イベント内の項目属性 (For each コマンド、Aggregate 

インライン式などのコンテキストがないもの)

拡張
テーブル



イベントを確認する前に、ベーステーブルは Attraction となることがわかります。
なぜなら、ベーストランザクションがあるからです。そして、ほかの項目属性がす
べてその拡張テーブルに含まれることを確認できます。このため、イベントが 1 つ
もプログラミングされていなくても、Attraction テーブルが参照されることがわか
ります。順序は CountryId および AttractionName を基準とします。観光名所の
フィルタとしては、AttractionName が 2 つの条件を満たし、パラメーターとして
受け取る国と一致している必要があります。

繰り返しになりますが、Web パネルにグリッドが 1 つある場合、固定部分の項目属
性は、そのグリッドのナビゲーションに対応します。グリッドが複数ある場合は、
そのうち 1 つのナビゲーションに対応します。

CountryId 項目属性でデータを受け取らないとしたら、グリッドにはさまざまな国
の観光名所がロードされます。画面上で CountryName 項目属性の値はどうなるで
しょうか。グリッドにロードされる最初か最後のレコードになると容易に推測でき
ます。

試してみましょう。
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グリッドが 1 つの場合



正しくプログラミングされた Web パネルを示します。最初にナビゲーション表示を
確認します。
ベーステーブルである Attraction があります。グリッドの Load イベントで明確に
特定されていることがわかります。
パラメーターを変更する前に実⾏してみます。この Web パネルを基に、今回のパネ
ルを作成します。
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グリッドが 1 つの場合



パネルに変更を加え、データを CountryId 項目属性ではなく、&CountryId 変数で
受け取るようにします。これで自動フィルタはなくなります。

ナビゲーション表示を⾒てみましょう。フィルタがないことがわかります。

実⾏環境で確認してみましょう。最後のレコードではなく、最初のレコードの国の
名前がロードされています。
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グリッドが 1 つの場合



パラメーターを元に戻します。

イベントを確認すると、Load イベントは、グリッドにベーステーブルがあることを
前提にプログラミングされています。GeneXus 上で、ベーステーブルの決定に関与
する項目属性を確認すると、すべてが「コンテキストがない」ことがわかります。

TripDate が関与しないのは明らかです。TripDate は、Count 式がナビゲートする
テーブルの決定にのみ使われます。Web パネル全般に言えることですが、グリッド
にベーステーブルがある場合、この Count 式に暗示的な条件が適用される可能性が
あります。この例では、これからロードされる観光名所のツアー数が数えられます。
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グリッドが 1 つの場合



前に説明したように、表示するすべての項目属性を変数に置き換える際には、1 か
所でも忘れているところがあると不⼗分になります。たとえば、ここでは、前のパ
ネルをベーステーブルなしで実装するために別名で保存しました。

フォーム内の項目属性をすべて変数に置き換え、またイベント内でも同じ項目属性
を置き換えました。

グリッドの Load イベントは、ベーステーブルのない Web パネルのプログラミン
グを想定し、For each コマンドで Attraction テーブルを参照し、グリッド内のす
べての変数 (および固定部分の &CountryName) をロードするようプログラミング
しました。

For each にベーストランザクションを指定していませんが、指定することも可能で
した。CountryId をパラメーターとして受け取っているため、CountryId でフィル
タリングされることはわかっています。また、parm ルールのこの項目属性がベー
ステーブルの決定に関与しないこともわかっています。

それでは、観光名所名によるフィルタはどこで指定しているのでしょうか。そのこ
とは忘れていました。グリッドのプロパティを変更することも忘れていました。そ
して、グリッドのプロパティからベーステーブルが決定されます。
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グリッドが 1 つの場合



忘れていたこの 3 つのプロパティがベーステーブルを確⽴しています。
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グリッドが 1 つの場合



ここで、ナビゲーション表示を⾒てみましょう。Attraction ベーステーブルが⾒つ
かっているので、Load が N 回実⾏され、パラメーターとして受け取る国でフィル
タリングされ、またグリッドで指定した条件に従い、変数でフィルタリングされ
ます。
そしてレコードごとに Load の For each が実⾏され、ベーステーブルが同じ
Attraction であるため、コントロールブレーク処理が⾏われます。

グリッドのプロパティのチェックを忘れたため、このようになります。
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グリッドが 1 つの場合



そこで、これらのプロパティを For each コマンドに入れます。最初にベーストラ
ンザクションです。
次に順序です。
最後に条件として Where 節を加えます。
これを保存します。For each の構文でセミコロンは使用できないため、エラーが発
生しました。もう一度、保存します。これで完了です。
ナビゲーション表示を確認します。
今度は、確実に Web パネルにベーステーブルがないようにすることができました。

グリッドのないパネルの例と同様に、Where 節をグリッドではなく Web パネルの
全般的な条件として置いた場合は、条件の項目属性がベーステーブルの決定に関与
しません。ここで、それがはっきりと⾒てとれます。ナビゲーション表示は前のも
のと変わりません。

全般的な条件は、その項目属性が関わる Web パネル全体のナビゲーションに対して
フィルタとして適用されますが、問題はこのような処理を求めていない場合もある
ことです。たとえば、グリッドが複数ある場合を考えてみてください。
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グリッドが 1 つの場合



一般に、Web パネルはベーステーブルを使って実装することをお勧めします。その
ほうが作業が少なくなるからです。この例では、For each を定義し、項目属性の値
を変数に割り当て、各⾏をロードする Load コマンドを指定する必要がありました。
これに対して、ベーステーブルがあった場合は、すべてが大幅にシンプルです。

それでは、複数のツアーに含まれる観光名所のみをロードするには、どうすればい
いでしょうか。
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グリッドが 1 つの場合

&trips > 1 
の場合にのみ
観光名所を
ロード?



ベーステーブルがない Web パネルでは非常に簡単です。&trips 変数の値を Load 
コマンドの条件にします。&trips 変数が 1 よりも大きい場合にのみグリッドに⾏を
ロードします。条件を満たさない場合はロードしません。

ベーステーブルがある Web パネルのほうはどうでしょうか。この場合、グリッド⾏
のロード直前に Load が実⾏されるため、同じ⽅法は不可能に思われます。また、
ベーステーブルがない Web パネルでは明示的だった Load コマンドが、ここでは
暗示的であるため、ロードを止める⽅法がないようです。ロードは、開発者ではな
く GeneXus によってソースコードに入れられています。しかし、不可能ではあり
ません。Load を明示的にプログラミングすれば、GeneXus が Load を置くべきで
はないと理解します。この⽅法で、開発者側で処理ができるようになります。
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グリッドが 1 つの場合

&trips > 1 
の場合にのみ
観光名所を
ロード?



試してみましょう。
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グリッドが 1 つの場合
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